
２０２２年度事業報告

１． 基本方針

２０２２年度の事業計画に基づき、下記の通り事業を実施した。

２． 事業内容

（１）心身障害児者を援護する事業（定款第４条第１項第１号事業）

心身障害児者の支援など社会福祉の充実に寄与するため、歳末助け合い

の援護金を募集。県民から寄せられた６５万円（歳末援護金６４万４０３

３円、一般寄付金５９６７円）を２０２３年１月３１日に県社会福祉協議

会に寄託した。

（２）心身障害児者の支援活動に対する助成事業（定款第４条第１項第１号事業）

心身障害児者や体の不自由な人々の支援に携わる施設・団体の事業や活

動を募集。２０２２年１０月２５日に「心身障害児者の支援活動に対する

助成事業」審査会を開き、障害児者の支援活動を行う５団体への助成を決

定した。１１月２５日、福島民友新聞社本社で贈呈式を行い、１団体３０

万円を上限に、総額１３１万円を助成した。

［助成先］

＊ＮＰО法人ままはーと（いわき市）１１万円

＊ＮＰО法人富夢富夢 ドリームハウス富夢富夢（喜多方市）３０万円

＊ＮＰО法人ぴぃかぁぶぅ（郡山市）３０万円

＊一般社団法人シャローム福祉会 まちなか夢工房（福島市）３０万円

＊一般社団法人一穂 ポーレポーレ（福島市）３０万円

（３）女性の自立生活支援事業（定款第４条第１項第１号事業）

保護施設に入所した女性が自立した社会生活を送るための支援を行って

いる県婦人保護推進会に、２０２３年２月１４日、活動資金として２０万

円を助成した。

（４）社会福祉推進事業（定款第４条第１項第１号事業）

高齢者、障害児者、経済的に苦しい家庭の子どもなど、社会的に弱い立

場にある人々の支援に取り組む団体の事業や活動を募集。２０２３年２月

１０日に審査会を開き、「子ども食堂」や「フードバンク」などの活動を通



して、子どもの貧困問題や居場所づくり、親と子の支援に取り組む５団体

を選定。３月１３日、福島民友新聞社本社で贈呈式を行い、１団体２０万

円、総額１００万円を助成した。

［助成先］

＊いなわしろ地域食堂まんまる（猪苗代町）

＊ＳＰＰＯＧ（会津坂下町）

＊ぱすかるキッズクラブ（福島市）

＊こども食堂アンブレラ（相馬市）

＊ＮＰＯ法人レインボー88（郡山市）

（５）社会福祉普及啓発事業（定款第４条第１項第２号事業）

聴覚障害者を支援するボランティアの育成を図るため、県聴覚障害者協

会と協力し手話講座を開催した。

＊入門講座 ２０２２年９月７日～１１月１６日まで、全１０回

（６）福祉活動顕彰事業（定款第４条第１項第２号事業）

高齢者、障害者、若者、子どもなど支援を要する人々に対し、地域にお

いて積極的にボランティア活動を続けている５団体に対し「福祉活動奨励

賞」を贈呈。２０２２年１１月２５日、福島民友新聞社本社で表彰し、１

団体１０万円、総額５０万円を贈呈した。選定については、「心身障害児者

の支援活動に対する助成事業」審査会において、県社会福祉協議会からの

推薦を受けて決定した。

［助成先］

＊国見町レクリエーション協会（国見町）

＊折紙愛好会（塙町）

＊河東町ボランティアグループ 風っ子（会津若松市）

＊大川そば愛好会（下郷町）

＊キッズ工作スクール相馬（相馬市）

（７）各種災害時等における義援金受け付け事業（定款第４条第１項第３号事業）

〈２０２２年福島県沖地震義援金〉２０２２年３月１６日発生

１１件、２１万６９２７円が寄せられた。２０２１年度未払金１万２０００円

と一般寄付金７万１０７３円を加え、２０２２年６月３０日に３０万円を福島

県へ寄託した。



〈令和４年８月大雨災害義援金〉８月上旬の記録的な豪雨災害

１６件、２０万円が寄せられた。２０２２年９月２０日、県内で特に被害の大

きかった喜多方市と西会津町にそれぞれ１０万円を寄託した。

〈東日本大震災義援金〉

２件、１７万３６００円が寄せられた。２０２３年３月２８日に県の東日本大

震災ふくしまこども寄付金に寄託した。

〈ウクライナ救援金〉

８７件、３５９万９２３２円が寄せられた。２０２１年度未払金２４３万８９

１９円と合わせ、２０２２年度は５６０万円を寄託した。

２０２２年１０月４日 国連ＵＮＨＣＲ協会 ２３０万円

同 ５日 日本ユニセフ協会 ２３０万円

２０２３年３月１６日 日本ユニセフ協会 １００万円

未寄託の４３万８１５１円は、２０２３年度に寄託する。

〈トルコ・シリア地震義援金〉２０２３年２月６日発生

７０件、１６７万４６４８円が寄せられた。２０２３年３月８日、日赤県支部

に１００万円を寄託した。未寄託の６７万４６４８円は、２０２３年度に寄託

する。

（８）社会福祉を増進するための事業（定款第４条第１項第４号事業）

社会福祉推進事業の贈呈式の際に、助成団体の活動内容をそれぞれ発表、

紹介する形で、子ども食堂などの取り組みに対して活動団体同士が理解を深

める機会を設けた。

（９）その他（定款第４条第１項第４号事業）

２０２２年８月２４日、指定寄付金として、あしなが育英会に５万円を寄託

した。

３． 運営関係

（１）会議の開催

① 理事会の開催

◇第４１回 通常理事会 ２０２２年５月１６日

開催場所 福島民友新聞社本社５階役員会議室

決議事項 ２０２１年度事業報告及び附属明細書の承認



２０２１年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算

書）及び附属明細書並びに財産目録の承認

第２０回定時評議員会の招集

報告事項 理事長及び常務理事の職務執行状況報告

基本財産及び特定資産の運用と使用の状況について

そ の 他 定款第２３条第３項の定めによる報告

定款第２４条第１項の定めによる報告

◇第４２回 臨時理事会 ２０２２年８月１６日

開催方法 決議省略の方法

決議事項 第２１回臨時評議員会の開催

◇第４３回 臨時理事会 ２０２２年１０月１２日

開催方法 決議省略の方法

決議事項 第２２回臨時評議員会の開催

◇第４４回 通常理事会 ２０２３年３月１４日

開催場所 福島民友新聞社本社５階役員会議室

決議事項 ２０２３年度事業計画の承認

２０２３年度収支予算の承認

資金調達及び設備投資の見込みについての承認

報告事項 理事長及び常務理事の職務執行状況報告

そ の 他 定款第２３条第３項の定めによる報告

② 評議員会の開催

◇第２０回 定時評議員会 ２０２２年６月８日

開催場所 福島民友新聞社５階役員会議室

決議事項 ２０２１年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算

書）並びに財産目録の承認

辞任に伴う理事の補充選任

報告事項 ２０２１年度事業報告

２０２２年度事業計画並びに収支予算について

定例報告 第４１回通常理事会の決議内容について

◇第２１回 臨時評議員会 ２０２２年８月３１日

開催方法 決議省略の方法

決議事項 辞任に伴う評議員の補充選任

◇第２２回 臨時評議員会 ２０２２年１０月２８日

開催方法 決議省略の方法

決議事項 辞任に伴う評議員の補充選任



４． 役 員

（１）２０２３年３月３１日現在の役員

理 事 長 中 川 俊 哉 福島民友新聞社代表取締役社長

常務理事 石 橋 真 一 福島民友新聞社総務局長・経営企画室長

理 事 安 達 和 久 福島県商工会議所連合会常任幹事

安 齋 睦 男 福島県社会福祉協議会副会長

鶴 巻 正 子 福島大学人文社会学群人間発達文化学類教授

藤 島 初 男 福島県立医科大学法人経営室長・ふくしま国際

医療科学センター副センター長・先端臨床研究

センター総括副センター長・医療－産業トラン

スレーショナルリサーチセンター副センター

長

監 事 阿 部 寿 子 阿部寿子税理士事務所（税理士）

石 川 健 二 福島民友新聞社総務局財務経理部長・

経営企画室次長

５． 評議員

（１）２０２３年３月３１日現在の評議員

評議員長 中 澤 剛 学校法人中沢学園理事

評 議 員 石 塚 人 生 読売新聞東京本社福島支局長

尾 崎 和 典 福島中央テレビ取締役副社長

佐 藤 宏 隆 日本赤十字社福島県支部事務局長

関 靖 男 福島県社会福祉協議会事務局長

寺 主 君 男 いわき経済同友会常任幹事

菊 池 克 彦 福島民友新聞社常務取締役営業統括本部長



２０２２年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事

項」が存在しないので作成しない。


